
運動生理学220322043 西沢富江 専門 2 選択 2後期

科目の概要

　DP2、3に示されている、疾病・疾病予防・食育に関する専門知識・技能を身に付け、豊かな食生活と健康を創造すること
ができ、自立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高めて社会に貢献することができる管理栄養士
の育成を目指す。そのため、本科目は、体力と発育・発達及び加齢との関係を学ぶ。さらに、運動・スポーツ実施時、一過
性の生体反応や継続的なトレーニングによって身体機能がどのように適応するかを運動生理学の視点から学習する。

学修内容 到達目標

① 運動発見の仕組み（反射、随意運動、不随意運動）について学ぶ
② 発育・発達、加齢に伴う体力の変化と体力に及ぼす要因について
学ぶ
③ 筋線維の収縮特性と代謝特性、筋収縮のエネルギー供給機構につ
いて学ぶ
④ 筋収縮様式と筋力との関係、トレーニングによる筋力増加につい
て学ぶ
⑤ 運動時の呼吸・循環系の役割について学ぶ
⑥ 最大酸素摂取量、無酸素性作業閾値について学ぶ
⑦ 運動に対する体液の果たす役割について学ぶ
⑧ 機能解剖とバイオメカニクスの基礎について学ぶ

① 運動発見の仕組み（反射、随意運動、不随意運動）について具体例を挙げ
ることができる
② 発育・発達、及び加齢に伴う体力の変化と体力に及ぼす要因について具体
例を挙げることができる
③ 筋線維の収縮特性と代謝特性、筋収縮のエネルギー供給機構について具体
例を挙げることができる
④ 筋収縮様式と筋力との関係、トレーニングによる筋力増加について具体例
を挙げることができる
⑤ 運動時の呼吸・循環系の役割について具体例を挙げることができる
⑥ 最大酸素摂取量、無酸素性作業閾値について具体例を挙げることができる
⑦ 運動に対する体液の果たす役割について具体例を挙げることができる
⑧ 力学的視点から運動の仕組みを具体例を挙げることができる

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 関連科目である解剖学や生理学、生物学に関して、事前学習（予習）をする。

働きかけ力

実行力

考え抜
く力

課題発見力 授業内容における疑問や不明な点をノートなどに書き出す。

計画力

創造力 授業で得た知識を周辺科目の内容と結びつける。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業内でのグループ討議で出た意見や考えをまとめて発表したり、疑問点などを質問した
りする。

学習者の意見や考えに耳を傾け、自分の考えを深める。

始業時間を厳守し、携帯機器を触ったり、周りの人に迷惑をかけたりしない。

テキスト及び参考文献

教科書を使用する　「運動生理学の基礎と発展」星雲社
参考書：健康運動実践指導者　養成用テキスト　（南江堂）

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：　生理学、解剖学、生化学、臨床医学、栄養学
資格との関連：　健康運動実践指導者

学修上の助言 受講生とのルール

予習：各単元に該当する周辺内容を一読しておくこと。
復習：各単元の最後、PPTに提示した想問題を必ずプリン
トに書き込み、後、解答すること。

・教科書を中心にまとめた資料を配布するので、教科書、配布資料に授業内容を追記すること。
・事前学習をし、授業においては積極的に聴講し、質問をすること。
・授業中に携帯電話（スマートフォン）を使用しないこと。使用していた場合、退出を命ずるこ
ともある。
・講義や課題において、google meet、google forms 、 google classroom等を活用することもあ
る．
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

・各単元における学習内容に関して、総合的な結果が9割
以上の場合にS判定とする。
・各単元における学習内容に関して、総合的な結果が８割
以上９割未満の場合にA判定とする。

・各単元における学習内容に関して、総合的な結果が7割
以上8割未満の場合にB判定とする。
・各単元における学習内容に関して、総合的な結果が６割
以上７割未満の場合にC判定とする。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

② ⑦

③ ⑧

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓ ⑥ ✓

30

15回目にまとめテストを用いて授業内容の理解度を確認する。

② ✓ ⑦ ✓

③ ✓ ⑧ ✓

④ ✓

⑤ ✓

小テスト

① ⑥

0

② ⑦

③ ⑧

④

⑤

レポート

① ✓ ⑥ ✓

60

①欠席が多い場合評価が低くなる。
②講義内で理解度を確認するためにプレゼンテーションを行うこと
がある。② ✓ ⑦ ✓

③ ✓ ⑧ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥ ✓

10

＜主体性＞関連科目である解剖学や生理学、生物学に関して、事前学習（予
習）をする。
＜課題発見力＞授業内容における疑問や不明な点をノートなどに書き出す。
＜創造力＞授業で得た知識を周辺科目の内容と結びつける。
＜発信力＞授業内でのグループ討議で出た意見や考えをまとめて発表したり、
疑問点などを質問したりする。
＜傾聴力＞学習者の意見や考えに耳を傾け、自分の考えを深める。
＜規律性＞始業時間を厳守し、携帯機器を触ったり、周りの人に迷惑をかけた
りしない。

② ✓ ⑦ ✓

③ ✓ ⑧ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



・各単元における学習内容に関して、総合的な結果が7割
以上8割未満の場合にB判定とする。
・各単元における学習内容に関して、総合的な結果が６割
以上７割未満の場合にC判定とする。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

欠席せずに参加し、授
業の実施方法・評価方
法を理解する。

予習：体調を整え、受
講ルールを確認する

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

骨格筋について① PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

骨格筋の構造とその収
縮について理解する

予習：骨格筋の基礎に
ついて調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

骨格筋について② PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

骨格筋とエネルギー産
生、運動パフォーマン
スについて理解する

予習：骨格筋と運動パ
フォーマンスの関係性
について調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

骨格筋について③ PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

レジスタンストレーニ
ングについて理解す
る。

予習：骨格筋とレジス
タンストレーニングの
関係性について調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

呼吸循環系について① PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

呼吸循環系の構造と働
きについて理解する。

予習：呼吸循環系の基
礎について調べる。

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

呼吸循環系について② PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

運動時の呼吸・循環応
答について理解する

予習：運動時の呼吸・
循環応答の基礎につい
て調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

運動とホルモンについ
て

PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

運動とホルモンの相互
作用について理解する

予習：運動に関与する
ホルモンについて調べ
る

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

運動と血液・体液につ
いて①

PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

運動中の血液・血流の
変化について理解する

予習：運動中の血液・
血流の基礎について調
べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

運動と血液・体液につ
いて②

PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

運動中の発汗について
理解する

予習：運動中の発汗の
基礎について調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

運動と脳について PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

運動中の脳の働きにつ
いて理解する

予習：脳の基礎につい
て調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

運動と加齢について PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

加齢が運動に及ぼす影
響について理解する

予習：加齢の基本につ
いて調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

機能解剖とバイオメカ
ニクスについて①

PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

骨格筋と腱の弾性エネ
ルギーおよびそれが関
係する着地衝撃とその
緩衝法を理解する

予習：骨格筋と腱の弾
性エネルギーの基礎に
ついて調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

機能解剖とバイオメカ
ニクスについて②

PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

運動動作の力学的特徴
を理解する

予習：運動動作の力学
的特徴の基礎について
調べる

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

まとめ PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

これまでの講義内容に
ついてまとめる

復習：これまでの講義
の内容を理解し直す

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

まとめテスト PPTと配布プリントで
展開する（デスカッ
ションを含む）

まとめテストで6割以
上の点数を獲得する

復習：これまでの講義
内容をまとめておく

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


